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■ なぜ「戦後最悪の世界大不況」に？――「１００年に一度の危機」の構図

バブル崩壊（米国の低金利・過剰消費＆融資の限界）→巨大金融機関の破綻・

株価暴落→消費不振→企業の資金繰り悪化・売上高急減→世界大不況

（日本・アジアは輸出主導の成長パターンが崩れ、生産・消費が急減）

■ 歴史的意義は？――「世界変動」＝大転換

①米国主導のグローバル化→多極化（米、欧州、中国、インド）時代へ

②新自由主義（市場機能を過信・所得再分配に否定的・「小さな政府」推進）

→ 政府の役割と社会安定重視・「ニューディール」の復権

（オバマ政権「ボトムアップ」「賢い政府」）

■ これからどうなる？――危機の行方と克服策

①楽観シナリオ（景気対策が効果発揮・２０１０年ごろから回復へ？）

悲観シナリオ（Ｌ字型不況・長期化、世界デフレ、大恐慌の再来）

②「自動回復」に期待できない状況＝失業増大・社会混乱

金融政策は、もはや限界＝利下げの余地なし

③頼みの綱は財政出動（ケインズ経済学の復権←クルーグマン教授）

→雇用と福祉の下支え・新技術普及→消費と企業の「期待収益」回復

★ 誰のために、何を、どれだけ？――「量」と「質」が問題（民意次第）

「医療・介護・教育・環境」分野での雇用創出、新産業育成

★ 展望は？―― 歴史的教訓を生かす再生策へ

ケインズの嘆き＝ニューディールの限界→軍拡経済（ナチス、米、日本も）

平和的克服策＝「グローバル・ニューディール」（温暖化阻止、脱貧困）

以上




